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工 事 検 査 規 程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、播磨町が発注する工事（建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２条第１ 

項に規定する工事をいう。以下同じ。）の適正かつ効率的な施工を確保するため、播磨町財務規則 

（昭和４０年規則第１号。以下「財務規則」という。）第９８条の規定に基づき工事の検査に関し、 

別に定めるもののほか必要な事項を定めるものとする。 

（用語の定義） 

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の定義は、それぞれ当該各号に定めるところに 

よる。 

(１)検査員   財務規則第９８条に規定する職員をいう。 

なお、監督員と検査員とはかねさせてはならない。 

(２)総括監督員 当該工事を所管する課等の長をいう。 

(３)主任監督員 財務規則第９８条に規定する職員をいう。 

（検査の種類） 

第３条 検査の種類は、次のとおりとする。 

(１)完成検査   工事の完成の確認するための検査。 

(２)部分完成検査 工事の施工途中において、工事の完成部分の使用を必要とする場合に行う当

該完成部分の確認をするための検査。 

(３)出来高検査  工事の施工途中において、部分払の請求、工事の打ち切り又は契約解除があ

ったとき、その他工事の出来高を検査する必要が生じたときに、既済部分の

確認をするための検査。 

(４)中間検査   工事の施工途中において、契約担当者が必要と認めた事項の確認をするため

の検査。 

（検査の実施） 

第 4 条 検査員は、主任監督員から完成検査、部分完成検査若しくは出来高検査の依頼を受けた場 

合又は中間検査の必要があると認めた場合は、速やかに検査を行なわなければならない。 

（検査の立会い） 

第５条 検査員は、当該工事の主任監督員及び受注者の立会いのうえ、検査を行なわなければなら 

ない。 

（検査の方法） 

第６条 検査は工事の出来高について、工事請負契約書、設計書、図面、仕様書その他関係書に基 

づいて行なうものとする。 

２ 検査員は、検査にあたり必要と認めるときは、工事の受注者に対して検査目的物の一部の破壊 

その他の措置又は当該工事に関する書類若しくは資料の提出並びに事実の説明を求めることがで 

きる。 

（検査の中止等） 

第７条 検査員は、次の各号のいずれかに該当するときは、検査を中止することができる。 

（１）受注者が検査員の指示に従わないとき、又は検査を妨害したとき。 

（２）検査に立会うべきものが立会わないとき。 

（３）その他適正な検査ができないと認めたとき。 

２ 検査員は、前項の規定により検査を中止したときは、直ちに契約担当者に報告するとともに、 

必要な措置をとらなければならない。 

（検査合格の場合の措置） 

第８条 検査員は検査の結果、受注者の給付が契約の内容に適合したものであると認めるときは、 

工事検査報告書（様式第１号）及び、財務規則第１０２条第１項に規定する工事検査調書を作成 

し、契約担当者に報告しなければならい。 
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（検査不合格の場合の措置） 

第９条 検査員は検査の結果、受注者の給付が契約の内容に適合しないものであると認めるときは、 

直ちに手直し、改造等是正を要する事項を工事検査報告書により、主任監督員に指示しなければ 

ならない。 

（検査を委託して行なった場合の措置）  

第１０条 契約担当者は、財務規則第１０３条の規定により検査員以外の者に委託して検査を行な 

わせ、検査結果の報告を受けた場合は、第８条及び第９条の規定を準用する。この場合において、 

第８条及び第９条中「検査の結果」とあるのは「委託による検査の結果」と読み替えるものとす 

る。 

（工事の成績評定） 

第１１条 検査員は、完成検査終了後、当該工事の成績評定を行い、総括監督員及び主任監督員が 

作成した当該工事の工事成績採点表（様式第２号）に評定結果を記入し、契約担当課長に提出し 

なければならない。 

（緊急措置） 

第１２条 検査員は、検査にあたり事態が重大で、かつ処理に急を要すると認められる事項がある 

ときは、直ちに契約担当者に報告するとともに、必要な措置をとらなければならない。 

（補則） 

第１３条 この規程に定めるもののほか、検査に必要な事項は別に定める。 

  

 

附 則 

この規程は、平成 ９年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２２年７月１日から施行する。（様式第２号改定） 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

(適用区分) 

２ この規程による改正後の規定は、令和５年４月１日以降に契約を締結した工事について 

適用し、同日前に契約を締結した工事については、なお従前の例による。 



様式第１号（第８条関係）

　播磨町長　　　　　　　様

㊞

　工事の検査を行った結果について報告します。

～

契約担
当課長

契約担当

年　　度 　 工事番号 　

令和　年　月　日

工　事　検　査　報　告　書

検査員 　

場　　所 　

工　　期 令和　年　月　日 令和　年　月　日

検査の種類 　１ 完成・部分完成　２ 出来高　３ 中間　４ 手直し

工 事 名 　

検 査 日 令和　年　月　日

立 会 者
主任監督員

契約金額 　 円

完成日・出来高届出日 令和　年　月　日

（保管者：検査員）

　

請　負　者 　

検 査 結 果

　□　所定の設計図書のとおり完成していることを認めます。

　□　下記のとおり手直しが必要です。
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工事成績採点表

　

工　事　成　績　採　点　表

施工場所

　　考 査 項 目 職名 職名 職名 ※９

※１ 氏名 氏名 氏名 項目小計

項目 細別 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ａ ａ' ｂ ｂ' ｃ ｄ ｅ 加減点*係数

１ 施工体制 Ⅰ 施工体制一般 +1.0 +0.5 0 -5.0 -10.0 ＋

Ⅱ 配置技術者 +3.0 +1.5 0 -5.0 -10.0 　－

２ 施工状況 Ⅰ 施工管理 +4.0 +2.0 0 -5.0 -10.0 +5.0 +2.5 0 -7.5 -15.0

Ⅱ 工程管理 +4.0 +2.0 0 -5.0 -10.0 +2.0 +1.0 0 -7.5 -15.0 ＋

Ⅲ 安全対策 +5.0 +2.5 0 -5.0 -10.0 ＋3.0 +１.5 0 -7.5 -15.0 　－

Ⅳ 対外関係 +2.0 +1.0 0 -2.5 -5.0

３ 出来形 Ⅰ 出来形 +4.0 +2.0 0 -2.5 -5.0 +10.0 +7.5 +5.0 +2.5 0 -10.0 -20.0

　　 及び Ⅱ 品質 +5.0 +2.5 0 -2.5 -5.0 +15.0 +12.0 +7.5 +4.0 0 -12.5 -25.0 ＋

　 出来ばえ Ⅲ 出来ばえ 　　 　 　 　 　 +5.0 +2.5 0 -5.0 　 　－

４ 工事特性 Ⅰ 施工条件等への対応 ※２ 　 　 + (≦20) 0 ＋

５ 創意工夫 Ⅰ 創意工夫 ※３ + (≦15) 0 　 　 ＋

６ 社会性等 Ⅰ 地域への貢献等 　　 　 　 　 　 + (≦3) 0 ＋

　　　加減点合計（1+2+3+4+5+6）
+ - 点 + - 点 + - 点

※４
①

点
②

点
③

点

　　　評定点
④＝①×0.4

点
⑤＝②×0.2

点
⑥＝③×0.4

点

　 　評定点計
⑦=④+⑤+⑥

点

７ 法令遵守等 ※５ - 点
⑧

－

　 評定点合計 ※６

⑨=⑦+⑧

点 (整数) 　

　 所　　見 ※７

※１ ※４

※５

※２ ※６

※７

※８

※３ ※９

考査項目毎の採点は考査項目運用表によるものとし、主任監督員は別
紙１－１～別紙１－８、総括監督員は別紙２－１～別紙２－４、検査員は
別紙３－１～別紙３ー３３によるものとし、主任監督員、総括監督員、検
査員の順に記載する。

評定点　＝　６５点　±　加減点合計（１～６の評定）
評定点（①～⑥）、評定点計（⑦）は、少数第１位まで記入する

法令遵守等の評価は、減点評価のみとし、総括監督員が行う。

創意工夫は、企業の工夫やノウハウにより特筆すべき評価内容があっ
た場合に評価する項目とする。
評価は加点評価のみとし、主任監督員が行う。
創意工夫は最大１５点の加点評価としているが、主任監督員の評定点
が１００点を超える場合は、１００点になるまで創意工夫の評定点で調整
（減点）する。

保管者　工事検査員       

評定点合計　＝　評定点計　－　法令遵守等
評定点合計は、四捨五入により整数とする。

所見は必ず記入する。

検査員記入

総括監督員 検　　査　　員

　　　評定点（65±加減点合計）

令　　和　　　　　年　　　　　月　　　　　日　検査

工事請負金額130万円以上 所属名

工　事　番　号

工事特性は、当該工事の難度の高い条件（構造物の特殊性、特殊な技
術、都市部等の作業環境・社会条件、厳しい自然・地盤条件、長期工事
における安全確保等）に対して適切に対応したことを評価する項目であ
る。
評価は、加点評価のみとし、主任監督員からの報告を受けて総括監督
員が行う。

工期　：　令和　　年　　月　 　日～　令和　　年　　月 　　日 完成年月日　：　令和　　　年　　　月　　　日

　　第　　－　　　号

主任監督員

事業担当　課長

監理技術者補佐
受注者名

現場代理人

契約担当

様式第２号（第１１条関係） 検査後 検査前 検査後

監理技術者または主任技術者 監理技術者資格者証番号

契約担当
部長

契約担当
課長

令和　　年度
工　事　名 請　負　金　額

円
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工　事　検　査　調　書
（出　　　来　　　高）

下記の工事は、所定の設計書、図面及び仕様書のとおり履行されていることを認めます。

令和　　年　　月　　日

検査員職氏名

立　会　者

立　会　者

（工事番号　　　第　　　　号）

円

　 ％

検査所見

部分払可能金額(A)
円 円

9 前金払額
第１回 円

10 契約金額
第２回 円

部分払済金額(B)
円 第３回 円

今回支払限度額(A)－(B)
円 円計(B)

工　事　名

契約の相手方

契約金額

着　　手

履行期限

出来高金額

検　　査

出来高歩合

－出来高金額×

工　　事　　内　　容

工事の場所

令和　　年　　月　　日

令和　　年　　月　　日

部
分
払
済
額
内
訳

令和　　年　　月　　日

前金払額

契約担
当課長

部長副町長町長

　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　印
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（実施設計額）
歩合

（％）
金　　額

(A) (B)　％ (C)

出来高歩合 備　　考

(D) 円 (B)　　　　　　％ (D×B) 千円

(1)

(2)

純　工　事　費　計
(B)＝(C÷A)

（少数一位止）

なお、純工事費計の歩合（Ｂ）は、実施設計に対する出来高金額の合計の割合を記載す
る。

（注）出来高内訳書の記載上の注意事項

契　約　金　額 出来高金額

（千円単位に切り捨て）

費目（名称）欄は、設計書工事内訳書の土工、基礎工、舗装工等工種又は種別を
記載する。
なお、工種又は種別欄は、純工事費にかかるものを記載し、共通仮設費、現場管理費及

び一般管理費等は記載を要しない。
実施設計に対する出来高歩合欄は、工種又は種別ごとに設計数量に対する出来高割合を

記載する。

工事出来高内訳書（第　回）
費　　　　目

（名　　　　称）

工種又は種別

金　　　額 実施設計に対する出来高
適　　　用
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